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令和 4年度 第 2回総合教育会議 議事録 

 

会議名称 令和 4年度 第 2回総合教育会議 

開催日時 令和 5年 2月 2日（木） 10 時 00 分～10 時 50 分 

会 場  芦屋町 本庁舎 3階 課長会議室 

委員の出欠 

【委員】 

  町 長   波多野 茂丸 〔出席〕 

  教 育 長  三桝 賢二  〔出席〕 

  教育委員  長戸 隆弘  〔出席〕 

  教育委員  井上 弘行  〔出席〕 

 教育委員  吉﨑 強志  〔出席〕 

  教育委員  森山 真奈美 〔出席〕 

  

【委員以外の出席者】（オブザーバー） 

  副 町 長        中西 新吾 

  学校教育課長      木本 拓也 

  生涯学習課長      本石 美香 

  芦屋釜・歴史文化課長  新郷 英弘 

【事務局】 

  企画政策課長      池上 亮吉 

  企画政策課 企画係長  矢野 健太  

  企画政策課 企画係   宮脇 和秀 

議題 

 １ 令和 4年度の取り組み状況及び令和 5年度の取り組みについて 

 ２ 令和 5年度総合教育会議の協議事項及びスケジュールについて 

３ その他 

合意・決定事項 

○次回の会議は 8月開催予定。令和 4年度評価報告書と、第 3 次芦屋

町教育大綱について説明予定。緊急の事案があれば、その都度開催

する。 

傍聴者  なし 

 

 



2 

 

令和 4年度 第 2回総合教育会議 議事録 

 

１ 町長あいさつ 

はじめに、教育長及び教育委員の皆さんには、芦屋町の教育行政の推進にあたり、ご尽力

をいただき、改めて感謝を申し上げる。 

また、長戸委員には、6期目の教育委員を引き受けていただき感謝申し上げる。平成 14 年

から教育委員を務めている経験値は芦屋町にとって非常に重要なものだと考えている。引き

続き芦屋町の教育行政に対して、ご意見を賜りたい。 

さて、新型コロナウイルス感染症については、少し収束が見えつつあるが、新たな変異株

の発生や、インフルエンザとの同時流行など、学校現場はそれらの対応に苦労していると思

う。しかし、これは避けることができない。この状況下で、芦屋町としてどのように教育を

進めていくか、教育委員の皆さんと共に、真摯に、前向きに考えていきたいと思う。行政に

対しての要望など、教育現場からの忌憚のないご意見を賜りたい。 

 

２ 議 題 

（１）令和 4年度の取り組み状況及び令和 5年度の取り組みについて 

  ①学校教育課（三桝教育長より説明） 

【意見など】 

○ 学校教育について、令和 5年度の主な取り組みとして、「県立高校のＡＬＴを活用し 

 た事業を推進する。」とあるが、これは県事業である体験型英語学習推進事業の一環か。 

⇒ 県事業とは別であり、英語教育の強化を目的として、芦屋町独自で実施するもの。県 

事業で行っているようなオンライン形式ではなく、複数名のＡＬＴを集め、児童・生徒 

と直接対話を行うことを想定している。 

 

②生涯学習課（本石課長より説明） 

【意見など】 

特になし。 

 

③芦屋釜・歴史文化課（新郷課長より説明） 

【意見など】 

○ 芦屋釜の里について、建物が広くなる分、駐車場が少なくなっているようだが、問題

ないか。また、車いすを使用している方は、駐車場から建物まで車いすで乗り入れるこ

とは可能となっているか。 

   ⇒ まず、駐車場の台数について、ご指摘のとおり、台数としては、普通車 10 台分、大 

    型バス 2 台分のスペースが減っている。その対応として、近くの場所に土地を取得し

て、第 2 駐車場を整備済みである。 

次に車いすでの乗り入れについて、一旦下りたり、乗り換えたりすることなく、駐車 

場から車いすで建物に入ることができるようになっている。 

○ 完成が楽しみである。色々な人が来訪する施設のため、不測の事態に対応できるよう

に準備が必要である。 
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（２）令和 5年度総合教育会議の協議事項及びスケジュールについて（事務局より説明） 

○ 事務局より、年 3回の会議を開催する案を提示。例年通り実施する 2回に加え、令和

5 年度に計画期間が終了となる芦屋町教育大綱の次期計画（第 3 次芦屋町教育大綱）の

策定について協議を行うため、例年と比較して会議回数が 1 回増加となる見込みである

ことを説明。 

【意見など】 

 特になし。 

 

（３）その他 

【意見など】 

○ 芦屋町は多くの取り組みを行っているが、それを町民や町外の人にＰＲすることが下

手だと感じている。取り組みを知ってもらい、芦屋町に住みたい、来てみたいと思う人

を増やすことができるよう、どのようにＰＲをしていくか、考える必要がある。 

⇒ ＰＲについては教育分野だけではなく、一般行政の分野でも力を入れていかなければ

ならないと考えている。 

  【事務局より】 

○ 緊急の事案等がなければ、本年度の総合教育会議は本日が最後となる。 

次回の会議は 8月開催を予定している。 


